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□中山支所
〒689-3111
鳥取県西伯郡大山町赤坂764番地
大山町福祉センターなかやま内
TEL 0858-49-3000
FAX 0858-49-3013

□名和支所（ボランティアセンター）
〒689-3211
鳥取県西伯郡大山町御来屋467番地
大山町保健福祉センターなわ内
TEL 0859-54-2200
FAX 0859-54-6028

□大山支所（本所）
〒689-3332
鳥取県西伯郡大山町末長503番地
大山町保健福祉センターだいせん内
TEL 0859-39-5018
FAX 0859-39-5021

社会福祉法人　大山町社会福祉協議会



　大山町社会福祉協議会では、一人暮らし高齢者等の閉じこもりや認知症、寝たきりなどの予防
のために気軽に集える集落の公民館などで健康体操やレクリエーションなどを行い、社会参加と
生活意欲を高めていくためのサロン活動を推進しております。
　皆様からのご要望にお応えし、 外出レクリエーション を追加しました。

【対象年齢】65歳以上
【参加人数】3名～最大 9名
【所要時間】約 90分
【開 催 日】社協営業日
【車　　両】社協公用車
【外 出 先】相談のうえ決定

大山町社会福祉協議会 中山支所　☎（0858）49-3000問合せ先

フォーラムなかやまで
桜の花見

桜を見ながら昼食
（弁当は集落で準備されました）

サロンおでかけ

～おでかけサロンの流れ～

集落拠点で
健康体操1

目的地に
車でおでかけ

2 集落拠点で
解散3

車の運転は、社協職員が行います。
集落の方と一緒に町内のお店で買い物したり、
近所の名所に観光ドライブしてみたり♪
みんなで一緒におでかけしませんか？

平木集落の
おでかけサロン
平木集落の

おでかけサロン
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法人運営地域福祉事業
◆ 社会福祉協議会組織の運営 ◆ ふれあい・いきいきサロン活動の推進 ◆ 生活支援体制整備事業
◆ 家族介護支援事業 ◆ さわやか福祉基金事業 ◆ 外出支援サービス事業
◆ ふれあいのまちづくり事業 ◆ 葬儀用祭壇の貸出 ◆ 日常生活自立支援事業
◆ 福祉バスの運行 ◆ 生活福祉資金貸付事業 ◆ 福祉センターの運営管理
◆ 共同募金活動及び配分金事業 ◆ 福祉団体の活動支援と連携

生活困窮者自立支援事業
◆ 自立相談支援事業 ◆ 子どもの学習支援事業 ◆ 就労準備支援事業
◆ 家計相談支援事業 ◆ フードパートナー事業 ◆ えんくるり事業

介護保険事業及び障がい福祉サービス事業
◆ 居宅介護支援事業 ◆ 通所介護、支援通所介護事業（通所介護だいせん）
◆ 訪問介護、支援訪問介護事業 ◆ 地域密着型通所介護事業（地域密着型通所介護ほほえみ）
◆ 特定相談支援事業・指定障害児相談支援事業

重点項目
１. 安定経営を目指し、全職員が経営意識を持って業務に取り組みます。
２. 独立採算という考えの下、効率的で効果的かつ適切で安定した介護事業運営に努めます。
３. 社会福祉協議会の事業理解に重点を置いた「会員・会費制度」についての理解促進を図ります。
４. 地域自主組織、地域福祉関係者、地域住民と連携協働しながら、大山町の地域課題解決に取り組みます。
５. 地域福祉座談会の開催、ふれあいいきいきサロンの普及並びに自主運営の促進により、小地域での福

祉活動が発展するよう取り組みます。
６. 災害などの発生に備え、災害ボランティアセンター設置模擬訓練の実施、大山町または関係団体との

支援ネットワークの構築等、災害時に迅速に対応できる体制を整備します。
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令和５年度大山町社会福祉協議会事業計画令和５年度大山町社会福祉協議会事業計画
活動方針

【笑顔】
笑顔はじける職場から、世代をこえて温もりが
あふれるサービスの提供に努めます。

【安心】
相手の心に寄り添い、安心して暮らせる
福祉の町づくりに努めます。

【信頼】
地域に信頼される社協であるために
何事にも常に誠実である事に努めます。

令和５年度事業収支予算書
（単位：円）

収入科目 予算額 支出科目 予算額
会費収入 5,350,000 人件費支出 179,059,000
寄附金収入 3,005,000 事業費支出 37,074,000
経常経費補助金収入 39,752,000 事務費支出 31,604,000
受託金収入 60,198,000 分担金支出 5,000
事業収入 952,000 負担金支出 200,000
介護保険事業収入 133,564,000 支払利息支出 43,000
障害福祉サービス等事業収入 12,017,000
受取利息配当金収入 50,000
その他の収入 403,000

事業活動収入計 255,291,000 事業活動支出計 247,985,000
積立資産取崩収入 500,000 固定資産取得支出 500,000

ファイナンスリース債務の返済支出 1,043,000
その他の活動収入計 500,000 その他の活動支出計 1,543,000

前期末支払資金残高 97,510,000 当期末支払資金残高 103,773,000
合　　計 353,301,000 合　　計 353,301,000



　2月11日（土）、令和4年度地域福祉推進研修会を開催し、町内の福祉
推進員、民生児童委員あわせて87名が参加されました。
　事務局よりパンフレット「福祉推進員の手引き」の説明のあと、日野ボラ
ンティアネットワーク副代表の森本智喜氏に講師としてお越しいただき、
「住みよい町をつくるために」と題し講演をいただきました。
　地域の役割を持った人たちだけに頼るのではなく、住民の皆さんが主
体となり地域での支えあい
の仕組みを作りながら交流
を深めていくことが、普段
の暮らしを豊かにし、住み
よいまちづくりに繋がって
いくことを学びました。

　福祉センターなかやま内にある「地域密着型通所介護ほほえみ」
は、1日の利用定員が18名と小規模で家庭的な雰囲気のデイサービ
スです。
　毎月様々な行事を企画しており、「おやつ作り」や「カフェほほえみ」
では、ご利用の皆様が、毎回とても楽しみにされています。また、中
山温泉よりお湯を引いており、「温泉に入れるデイサービス」として大
変ご好評いただいています。
　新型コロナウイルス感染症に伴い中止していた地域の方との交流
ですが、今年度からは少しずつ再開しご利用の皆様に楽しく利用し
ていただけるよう、職員一同取り組んでいきたいと思います。

地域密着型通所介護ほほえみ
☎（0858）49-3012

連絡先

　大山町社会福祉協議会は、地域の皆様に支えられた民間福祉団体です。社協活動を支える財源は、町民
の皆様からの会費、共同募金配分金、寄付金、助成金、委託金が基盤となっています。
　大山町社協では毎年一般会費を募集するにあたり、毎年６月から７月に各集落にて取りまとめをお願い
しております。その際には、地域福祉活動を支えるための貴重な財源としてご理解いただき、ご協力くださ
いますよう宜しくお願い申し上げます。

・ 普通会費 一口 １，０００円（各世帯）
・ 賛助会費 一口 ２，０００円（役員、会社、商店、団体等）
・ 特別会費 一口 ５，０００円（篤志家、会社及び団体等）

令和５年度大山町社会福祉協議会会費納入について（お願い）

日頃から備えておくために (*^▽^*)

防災グッズ配布
事業
防災グッズ配布
事業 を行いました!!

　大山町社協では、日頃から災害に備え安心して暮らせるように、75歳以上でひとり暮らし世帯、高齢者
夫婦世帯等を対象に、防災グッズ配布事業を行っています。この事業はみなさんからいただいた募金の
配分金で賄っています。お届けした皆さんからは、たくさんの感謝の言葉をいただき大変喜ばれておりま
す。募金にご協力いただきありがとうございました。

これがあれば
安心できます

備えておくことが
大切ですね！

地域福祉推進研修会地域福祉推進研修会
～住みよい町をつくるために～～住みよい町をつくるために～

講師
森本 智喜 氏

「地域密着型通所介護ほほえみ」「地域密着型通所介護ほほえみ」のご紹介

セット品
一覧

　まだ防災グッズをお持ちでない方、これから購入を検討
されている方の参考になればと思います。
　その他にも、筆記用具や身分証のコピー、現金、いつも
飲んでいる薬などがある方は入れておくとよいでしょう。

その他、小分けポーチ6個、単三乾電池、
衛生用品（歯ブラシ、コップ、マスク）、
耳栓、圧縮タオル、ソフトパックティッシュの
計31品です。

ぱぱっと
レインコート

蓄光
ホイッスル

簡易
救急セット

レスキュー
寝ぶくろ

ハイブリット
レスキューシート

防災
エアーマット

全身ドライ
シャンプー

目かくし
ポンチョ

非常用
トイレ
（3枚入り）

多機能
ダイナモ
ラジオライト

防滴
ダイヤル
ランタン

防災
アドバイス

アイマスク

らくらく圧縮袋

アルファ米
（白米/わかめ/
  五目ごはん）

長期
保存水
（4本）

ウォーター
バッグ（10L）

大容量
リュック
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参加者募集のお知らせ参加者募集のお知らせ

４年ぶりに開催、 男の料理塾復活復活

ご家族で介護しておられる方、
介護について勉強したい方への
勉強プログラムです。

持 ち 物 マスク、エプロン、
三角巾（タオル可）

締　　切 令和5年5月12日（金）

参加定員 20名日　　時 令和5年5月１9日（金）  10：00～13：00

料理内容 いただき　すまし汁　季節の和え物

参 加 費 300円

大山町婦人会 様指　　導

場　　所 大山町保健福祉センターだいせん 調理実習室

家 族 介 護 教 室

新 規 職 員 紹 介
この度社会福祉協議会に新しい職員が採用になりました。

管理者
松原昌子

管理者
岡田美佐子

管理者
塚田美貴子

福祉総務課長兼
介護課長補佐

小倉靖子

福祉総務課長補佐
山﨑宏樹

管理者
森長亜希子

管理者
清水幸恵

福祉総務課長補佐
中井ひとみ

大山支所（本所）

事務局長兼介護課長
押村行史

名和支所中山支所

令和5年度　大山町社会福祉協議会　職員体制図

坂
中
陽
香

池
口
克
美

当日は、調理後会食を予定しております。皆さんと楽しい時間を
過ごしてみませんか?沢山のご参加をお待ちしております。

大山町社会福祉協議会 中山支所　☎0858-49-3000　✉ uketsuke@daisensyakyo.org申込先

　3月6日（月）、保健福祉センターだいせんで「男の料理塾」を開催し、14名の町内男性の参加
がありました。「米を研いだことのない人」、「包丁を持ったことのない人」でも料理が出来るよ
うな内容で町内の調理ボランティア「ひまわりグループ」様を講師にお迎えし、各テーブルに分
かれて調理していただきました。

今回の料理は、3月にちなんで
ちらし寿司 と

高野豆腐の煮物 を
作りました。

参 加 費 無料 参加定員 20名

日　　時 令和5年5月13日（土）　10：00～11：30 締　　切 令和5年5月9日（火）

内　　容 腰痛にならない介護方法

ナチュラルハートフルケアネットワーク
とっとり西部しじみ会 様

指　　導

場　　所 保健福祉センターだいせん

鳥取県西部の郷土料理「いただき」を作ってみよう

大山町社会福祉協議会では、今後も安心して暮らせるまちづくりへの取り組みを続けてまいりますので、
ご理解とご協力の程、宜しくお願いいたします。

インスタグラム
日常の一コマに焦点を
当て、各事業所で随時
更新しています。

FACEBOOK
社協の行事や福祉に
関するお役立ち情報等、
毎週更新しています。

大山町
社会福祉協議会
ホームページ

参加者同士で協力しながら、時には私生活のお話し
など、とても賑やかな男の集い場となりました。

～講師紹介～
とっとり西部しじみ会とは、「年齢を問わず、障害が
あっても、高齢になっても、介護する側も皆がえらい
思いをせず暮らせてよかったと思える鳥取県」を目的
に、西部地区で働いている介護職、リハ職、福祉用具
専門員が有志で活動しているボランティア団体です。

男の料理塾次回

福祉総務課
大山支所（本所）
原　麻美

地域の皆様との関わりを
大切にし、安心・信頼して
頂けるような職員を目指
して頑張っていきますの
で宜しくお願いします。

福祉総務課
名和支所
郡　さやか

知識や経験も浅く、至らな
いところも多いかと思い
ますが、笑顔で頑張ってい
こうと思いますので宜しく
お願いします。

フォローお願いします
社協情報公開中社協情報公開中
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参加者募集のお知らせ参加者募集のお知らせ

４年ぶりに開催、 男の料理塾復活復活

ご家族で介護しておられる方、
介護について勉強したい方への
勉強プログラムです。
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家 族 介 護 教 室

新 規 職 員 紹 介
この度社会福祉協議会に新しい職員が採用になりました。

管理者
松原昌子

管理者
岡田美佐子

管理者
塚田美貴子

福祉総務課長兼
介護課長補佐

小倉靖子

福祉総務課長補佐
山﨑宏樹

管理者
森長亜希子

管理者
清水幸恵

福祉総務課長補佐
中井ひとみ

大山支所（本所）

事務局長兼介護課長
押村行史

名和支所中山支所

令和5年度　大山町社会福祉協議会　職員体制図

坂
中
陽
香

池
口
克
美

当日は、調理後会食を予定しております。皆さんと楽しい時間を
過ごしてみませんか?沢山のご参加をお待ちしております。

大山町社会福祉協議会 中山支所　☎0858-49-3000　✉ uketsuke@daisensyakyo.org申込先

　3月6日（月）、保健福祉センターだいせんで「男の料理塾」を開催し、14名の町内男性の参加
がありました。「米を研いだことのない人」、「包丁を持ったことのない人」でも料理が出来るよ
うな内容で町内の調理ボランティア「ひまわりグループ」様を講師にお迎えし、各テーブルに分
かれて調理していただきました。

今回の料理は、3月にちなんで
ちらし寿司 と

高野豆腐の煮物 を
作りました。

参 加 費 無料 参加定員 20名

日　　時 令和5年5月13日（土）　10：00～11：30 締　　切 令和5年5月9日（火）

内　　容 腰痛にならない介護方法

ナチュラルハートフルケアネットワーク
とっとり西部しじみ会 様

指　　導

場　　所 保健福祉センターだいせん

鳥取県西部の郷土料理「いただき」を作ってみよう

大山町社会福祉協議会では、今後も安心して暮らせるまちづくりへの取り組みを続けてまいりますので、
ご理解とご協力の程、宜しくお願いいたします。

インスタグラム
日常の一コマに焦点を
当て、各事業所で随時
更新しています。

FACEBOOK
社協の行事や福祉に
関するお役立ち情報等、
毎週更新しています。

大山町
社会福祉協議会
ホームページ

参加者同士で協力しながら、時には私生活のお話し
など、とても賑やかな男の集い場となりました。

～講師紹介～
とっとり西部しじみ会とは、「年齢を問わず、障害が
あっても、高齢になっても、介護する側も皆がえらい
思いをせず暮らせてよかったと思える鳥取県」を目的
に、西部地区で働いている介護職、リハ職、福祉用具
専門員が有志で活動しているボランティア団体です。

男の料理塾次回

福祉総務課
大山支所（本所）
原　麻美

地域の皆様との関わりを
大切にし、安心・信頼して
頂けるような職員を目指
して頑張っていきますの
で宜しくお願いします。

福祉総務課
名和支所
郡　さやか

知識や経験も浅く、至らな
いところも多いかと思い
ますが、笑顔で頑張ってい
こうと思いますので宜しく
お願いします。

フォローお願いします
社協情報公開中社協情報公開中
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令
和
五
年
二
月
二
十
八
日
現
在

あ
り
が
と
う
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ざ
い
ま
し
た
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野
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新
年
度
を
迎
え
て
、早
1
ケ
月
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
よ
り
広
報
誌
の
作
成
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、今

回
を
持
っ
て
次
の
職
員
へ
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
と
な
り
ま
す
。作

成
を
通
し
て
、沢
山
の
情
報
を
知
る
こ
と
や
地
域
の
方
と

関
わ
る
こ
と
が
で
き
、と
て
も
貴
重
な
時
間
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
次
月
号
よ
り
担
当
は
変
わ
り
ま
す
が
、さ
ら
に
パ
ワ
ー
ア

ッ
プ
し
た
内
容
で
皆
様
に
お
届
け
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
乞
う
ご
期
待
!!
 　  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

こ

あ
と
が
き

大山町社会福祉協議会　大山支所（本所）
☎ 0859-39-5018　✉ uketsuke＠daisensyakyo.org

申込先
町民の方の写真や趣味等、皆様からのご応募をお待ちしております。 

心配ごと相談心配ごと相談
相談員：民生児童委員相談員：民生児童委員

4月12日(水)、5月10日(水)、
6月14日(水)

午前9時30分～12時  受付は11時30分で終了

開設日

法律相談法律相談
弁護士による相談弁護士による相談

4月26日(水)、5月24日(水)、
6月28日(水)

開設日

午前9時30分～12時 要予約

相談は無料で
秘密は堅く守られます。相談所ご案内相談所ご案内相談所ご案内

会場は です。 保健福祉センターだいせん
お間違いのないようにお越しください。

予約連絡先：大山町社会福祉協議会 大山支所 ☎（0859）39－5018

※予約は、開設日の2週間前から受付しております。
　予約受付時間：平日8：30～17：30

◎
寄
付
金
額
等
の
記
載
に
つ
き
ま
し
て
は
、寄
付
者
ご
本
人
の
了
解
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　金
一
封
に
つ
き
ま
し
て
は
、寄
付
者
ご
本
人
の
意
思
に
よ
る
も
の
で
す
。

一
般
ご
寄
付
者
名
（
敬
称
略
）
　
　

大
山
町
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会

中
山
支
部
支
部
長
　
山
名
美
明

５
，０
０
０
円

第
5
教
区
寺
族
会

タ
オ
ル
74
枚

わたしものさせて!! 
町民の方が作られた作品をご紹介します。

一
の
谷
在
住
　
安
達 

文
子 

様

昔
か
ら
刺
し
子
を
沢
山
作
っ
て
い

ま
す
。こ
れ
は
、安
藤
広
重
の
浮
世

絵
を
元
に
制
作
し
ま
し
た
。

高
田
在
住
　
松
田 

ゆ
う
子 

様

4
年
前
の
春
、孫
が
赤
い
ラ
ン
ド

セ
ル
を
背
負
っ
て
小
学
校
に
入
学

す
る
姿
を
見
て
、自
分
だ
け
の
ラ

ン
ド
セ
ル
を
作
っ
て
み
た
い
!!
と

思
い
制
作
し
ま
し
た
。
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